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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ホルヘ・ルイス・サモラ 

コスタリカ出身のギタリストで、パリコン最後の優勝者だそうです。 

◼ ギターを始めたのは、父が、キューバの 3 弦の楽器「トレス」を弾いていて、農作業が終わるとみんな

が集まってキューバの民謡を歌ったりしていた環境があったからでしょう。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 菊地雅樹】  

ヴァイオリンから、ギターへ。そしてリュート奏者となった方です。 

◼ リュートは、イギリスの「アーリーミュージック」という楽器店で取り扱っています。ネットで注文

すると 8 万円ぐらいで手に入ります。 

◼ チェンバロとの二重奏の時は、指頭ではなく爪弾きをするとなんとかバランスが取れます。 

◼ リュートで、映画音楽や童謡を弾いたりします。結構受けがいい。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：石川洋子】 

大分出身のギタリストです。今（この時点で）、バツイチとなり再婚相手を探しているそうな・・・ 

 

【新 マエストロ養成講座 第１４回】  

今回は、カルカッシのエチュード OP₋60₋24 です。それこそ、高校時代のヤマハで習った記憶があると

ても好きな曲です。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、音程についての話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、古いシャンソンの「サクランボの実る頃」です。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 28 回も前回に続いてトレモロ編です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：第７回は、ディミニッシュコードの解説

です。サンプル曲としてウェーベルの「舞踏への勧誘」が掲載されています。 
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「カルレバーロによるヴィラ・ロボス解説」「リュート奏者、ヴァイス家」「ルイジ・サリーニ ボヘミアの思

い出」ズ等もありますが、かなり内容が薄くなっているように思います。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 

 

 


